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石
川
県
保
険
医
協
会
で
は
６

月
25
日
〜
７
月
15
日
に
か
け

て
、
第
２
次
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト

と
石
川
県
の
通
所
系
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
（
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
）
に
対
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

介
護
事
業
所
か
ら
は
１
９
４

件
（
回
答
率
36
・
５
％
）
の
回

答
が
寄
せ
ら
れ
、
本
紙
９
月
号

１
面
で
ご
報
告
し
た
通
り
、
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
元
に
８
月
５

日
に
石
川
県
と
の
懇
談
を
行
っ

た
。
以
下
で
は
介
護
事
業
所
ア

ン
ケ
ー
ト
の
概
要
を
報
告
す
る

（
第
２
次
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
の

報
告
は
本
紙
９
月
号
参
照
）。

回
答
で
は
１
４
８
事
業
所

（
76
・
３
％
）
で
何
ら
か
の
サ
ー

ビ
ス
縮
小
を
行
っ
た
と
の
回
答

が
得
ら
れ
た
（
表
１
）。
具
体

的
な
対
応
と
し
て
最
も
回
答
が

多
く
寄
せ
ら
れ
た
の
が
「
人
数

制
限
」
１
２
５
件
（
64
・
４
％
）

で
あ
っ
た
。

ま
た
、
利
用
者
と
家
族
の
変

化
に
つ
い
て
は
、
１
４
０
事
業

所
（
72
・
２
％
）
か
ら
利
用
者

本
人
及
び
家
族
に
何
ら
か
の
影

響
が
出
た
と
回
答
が
あ
り
、
特

に
半
数
の
事
業
所
が
利
用
者
の

身
体
機
能
の
低
下
が
生
じ
て
い

る
と
回
答
し
て
い
る
（
図
１
）。

ま
た
、
認
知
機
能
の
低
下
も

36
・
６
％
の
事
業
所
が
「
あ
り
」

と
回
答
し
て
お
り
、
外
出
の
機

会
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響

が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
に
つ

い
て
は
、
５
月
の
前
年
同
月
比

較
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
減
少
傾

向
が
顕
著
で
あ
り
、
１
９
４
事

業
所
中
１
５
４
件
（
79
・
４
％
）

の
事
業
所
が「
減
っ

た
」
と
回
答
し
て

い
る
（
表
２
）。
減

少
割
合
は
「
30
％

以
下
」
が
最
多
と

な
っ
て
い
る
が
、

小
規
模
の
事
業
所

で
は
１
人
の
利
用

者
減
少
で
も
経
営

上
の
打
撃
は
大
き

く
、
深
刻
な
状
況

に
陥
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
増
え
た
」

も
13
件（
６
・７
％
）

回
答
さ
れ
て
い
る

が
、「（
元
々
）
通
所
し
て
い
る

通
所
介
護
が
閉
鎖
し
て
い
て

困
っ
て
い
る
利
用
者
を
閉
鎖
期

間
の
み
受
け
入
れ
た
」
と
い
う

事
例
も
報
告
さ
れ
て
お
り
、
他

事
業
所
と
の
関
係
で
受
け
入
れ

ざ
る
を
得
な
い
事
態
が
生
じ
た

ケ
ー
ス
の
増
加
な
ど
が
影
響
し

て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

介
護
報
酬
収
入
に
つ
い
て

も
、
利
用
者
数
の
減
少
と
の
関

連
性
が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、

１
４
６
件
（
75
・
３
％
）
か

ら
「
減
っ
た
」
と
の
回
答
が
寄

せ
ら
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
対
策
に
係
る
大
幅
な

費
用
の
増
大
に
加
え
て
、
介
護

報
酬
収
入
の
減
少
は
事
業
所
運

営
の
根
幹
に
関
わ
る
問
題
で
あ

り
、
喫
緊
の
対
策
が
求
め
ら

れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
蔓
延

し
て
、
早
10
カ
月
が

経
過
し
て
い
る
。
歯

科
医
療
に
お
い
て
は

当
初
は
世
界
中
で
感

染
リ
ス
ク
が
高
い
と
言
わ
れ
、

日
本
で
も
一
定
の
自
粛
診
療
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
は
通
常
の
診

療
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。
行
政
な

ど
か
ら
は
様
々
な
感
染
予
防
対

策
物
資
が
各
医
療
機
関
へ
配
送

さ
れ
、
助
か
っ
て
い
る
医
療
機

関
も
多
い
こ
と
だ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
救
援
物
資
の
な

か
に
は
医
療
用
ガ
ウ
ン
も
あ

る
。
で
は
日
常
的
に
歯
科
診
療

で
患
者
ご
と
に
ガ
ウ
ン
を
交
換

し
て
診
療
を
行
っ
て
い
る
歯
科

医
院
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
だ

ろ
う
か
？　

某
首
都
圏
の
大
学

の
歯
科
附
属
病
院
で
は
、
患
者

さ
ん
の
人
数
を
極
端
に
制
限

し
、
毎
回
ガ
ウ
ン
を
交
換
し

て
、「
感
染
者
数
ゼ
ロ
」
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
一
方
で
ガ

ウ
ン
を
し
て
い
な
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
全
国
の
歯
科
医
院
で
感

染
爆
発
は
発
生
し
た
の
だ
ろ
う

か
？　

新
型
コ
ロ
ナ
陽
性
患
者

に
は
ガ
ウ
ン
の
交
換
が
必
須
で

あ
る
の
は
分
か
る
。
で
も
わ
ざ

わ
ざ
、
陽
性
と
確
認
で
き
た
人

の
歯
科
治
療
を
行
う
必
要
が
ど

れ
く
ら
い
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？　

現
場
の
声
を
聞
か
ず
に
医
療
物

資
を
勝
手
に
送
り
付
け
る
政
策

に
は
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う

か
？そ

れ
な
ら
ば
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
が
収
ま
る
ま

で
は
、
行
政
が
全
国
の
医
療
機

関
の
医
療
物
資
を
一
元
管
理

し
、
要
望
が
あ
っ
た
ら
配
布
す

る
方
式
に
変
え
た
ら
ど
う
だ
ろ

う
。
も
ど
か
し
さ
が
残
る
政
策

ば
か
り
だ
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
全
文
は
石
川
県
保
険
医
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
通
所
リ
ハ
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト

半
数
の
事
業
所
で

�「
利
用
者
の
身
体
機
能
低
下
」

表１　サービスの縮小状況について（複数回答可）

縮小内容 回答数（総回答数に対する割合）

A.人数制限
125

（64.4％）

①事業所の都合：� 22（11.3％）

②利用者からの申し出：�
� 75（38.7％）

①、②双方の理由から：�
� 26（13.4％）

詳細不明：� 2（� 1.0％）

B.時間短縮 � 35（18.0％）

C.他事業所との
　併用を制限

� 45（23.2％）

D.無回答 � 46（23.7％）

図１　利用者及び家族への影響

（回答数・複数回答可）

97 件 （50.0％）

71 件 （36.6％）

16 件 （8.2％）

42 件 （21.6％）

27 件 （13.9％）

54 件 （27.8％）
表２　利用者数の５月の前年同月比較

項目 回答数　/　内訳

減った
154

（79.4％）

　〜30％減：117（60.3％）

　〜50％減：� 18�（9.3％）

　〜70％減：� � 5�（2.6％）

70％以上減：� � 3�（1.5％）

　無回答　���：� 11�（5.7％）

増えた
13

（6.7％）

　〜30％増：� 11�（5.7％）

　〜50％増：� � 2�（1.0％）

　〜70％増：� � 0�（0.0％）

70％以上増：� � 0�（0.0％）

　無回答　���：� � 0�（0.0％）

変化なし 25（12.9％）

無回答 2（1.0％）

7 月の豪雨災害で被災された全国の会員を支援するため、
当協会の会員の皆様に救済募金への協力を呼びかけたとこ
ろ、 9月 1日までに100,000円の募金をお寄せいただきまし
た。ご協力をいただいた皆様に、心より御礼申し上げます。
皆さまからお預かりした募金は、 9月 7日付で全国保険
医団体連合会に送金したことをご報告いたします。なお、寄
せられた募金は、各県の保険医協会を通じて被災会員にお渡
しすることとなっております。
また、今回ご協力いただいた方には領収証をお送りしまし

たのでご確認をお願いします。

「令和2年7月豪雨災害救援募金」
ご協力の御礼と

領収証の送付について

石 川 保 険 医 新 聞 第582号（1）2020年10月15日（毎月15日発行）



映画と刷り込み
スタンリー・キューブリック監督「博士の異常な愛情」（1964年公開）

はピンク・パンサーのピーター・セラーズが一人三役をこなしたことでも
有名でしたが、最後は自動皆殺し装置が起動（世界のあちこちで水爆が炸
裂）し、人類が終焉を迎えるというブラック・パロディ映画です。大ヒッ
ト作品ですが、この中で、発狂したアメリカ軍の准将が共産主義の策略に
よって「1946年から水道水にフッ素を混ぜられているが…」とフッ素を悪
者に仕立てるセリフが登場しています。メル・ギブソンが主演する「陰謀
のセオリー」（1997年）でも、監督は主人公のタクシードライバーに「歯
を強くするために水道にフッ素を入れているというが、それは嘘さ。本当
は意思を弱くして、自由で独創的な発想をできないようにして、政府の奴
隷にするためさ」等と語らせています。水道水へのフッ素添加は、ゼロ状
態からいきなり 1 ppmへの変化でなく、濃度調整であることは国民には
あまり意識されていないようです。それはさておき、映画など芸術・文芸
の影響力は、知らないうちに意識に刷り込まれ、時に事実や科学的思考を
いとも簡単に転覆させる魔力を持っているように感じます。
保健政策の一つとして

話がくどくなりました。（資料 1 ）をお読みください。フロリデーショ
ンに対する反発意見として「単にできるだけ純粋に近い水を飲みたいだけ
だ」とする意見には、まだ一定の評価をすることはあっても、批判の多く
は比較的健康な階層からの反応であることが
多く、本当に必要な人の声とは異なるとの主張
です。

次に、（資料 2 ）に目を転じてください。ヘ
ルスプロモーションの基本的な概念図です。健
康を高めるには個人の努力も大切ですが、それ
ほど個人が努力しなくても、より容易に健康を
手に入れられる社会の仕組み・政策が重要だと
する絵です。自助・共助・公助論の比率でいえ
ば、自助が強い米国ですが、「う蝕予防にはフ

ロリデーション」を採用しています。これも洗口法でなくフロリデーショ
ンの話ですが、（資料 3 ）を見ると、実施地区では家庭の経済状況の格差
による差が非実施地区よりも小さいことが分かります。つまり、（資料 2 ）
の坂道の勾配を下げる保健政策の一つとしてフロリデーションが機能した
ことになります。

元世界医師会会長のマイケル・マーモット氏の『健康格差 ─ 不平等な
世界への挑戦（翻訳書）（2017年発行）』に大変感銘を受けました。氏は
健康格差の主たる原因は貧困と社会的格差・不平等にあるとハッキリ指摘
しています。貧困や社会的格差は教育水準とも相関すると思うのですが、

（資料 4 ）を見てください。ポーランド、日本、米国とも、教育水準にう
蝕指数は関係しています。次に、日本と米国を比較すると、圧倒的に米国
の方がう蝕が少ない。これはフロリデーションの有無による差だと思われ
ます。

フッ化物洗口法がこのシリーズのテーマでしたが、どうしてもフロリ
デーションに触れざるを得なかったのは、洗口法によるう蝕予防法は世界
の趨勢（すうせい）から外れているし、世界標準との比較もできないとい
う一面があるからです。お許しください。

最後に、著名な監督による映画の中で紹介されていればいいのですが、
そんなものはないので、一枚のスライド（資料 5 ）を紹介します。エビデ
ンス・レベルの解説です（唐突ですが、これで終わります）。

紙上よろず勉強会シリーズ

平田　米里 （野々市市・歯科）

フッ化物洗口
世界標準はずっとフロリデーション
～ヘルスプロモーションの手法と健康格差～
世界標準はずっとフロリデーション
～ヘルスプロモーションの手法と健康格差～

第7回
テーマ２

英国における地域ごとの家庭経済状況と５歳児のう蝕歯数

そしてその生活支援につながるフロリデーション

Riley j. c. et al., 1999 ／英国王立医学協会、2004

乳
歯
む
し
歯
数

（貧困度指数）
平均 → 貧しい豊か ←

資料３

（資料3）

図．教育水準と平均未処置う歯数

Chen M, Andersen RM, Barmes DE, Leclerq M-H, Lyttle SC. Comparing Oral Health Systems. A Second International Collaborative 
Study. Geneva: World Health Organization; 1997.
Petersen PE.Sociobehavioural risk factors in dental caries - international perspectives.Community Dent Oral Epidemiol. 2005 
Aug;33(4):274-9.

フロリデーションの結果、
アメリカでは、日本よりもむし歯が
少ない

資料４

（資料4）

効果的な、むし歯予防方法とは・・・？
ー世界では常識の科学的根拠ー

• フッ化物（フッ素）利用＝証拠の質Ⅰ・勧告の強さＡ
全身応用－上水道フッ化物濃度調整（フロリデーション）、

食品からの摂取

局所応用－歯磨剤、フッ化物洗口、専門家による応用

• シーラント（歯科医院での処置）＝Ⅰ・Ａ

• 食事のコントロール
甘いものをひかえる＝Ⅱ‐１・Ａ
就寝時にう蝕誘発性のある飲料を哺乳瓶で与えない＝Ⅲ・Ｂ

• 個人による口腔衛生（フッ化物なし）＝Ⅲ・Ｃ

• 定期的な検診＝Ⅲ・Ｃ
米国予防医療研究班報告より

証拠の質＝Ⅰ（ＲＣＴ）←→Ⅲ（権威者の意見）
勧告の強さ＝Ａ（確かな証拠あり）←→Ｃ（証拠が乏しい）

確
実

不
十
分

資料５

（資料5）

歯科保健政策への反発
Oxford textbook of public healthの記述

• 先進国の多くに, 活発な反フッ化物添加圧力団体がある. そのような
グループは小さい傾向にあるが, しばしばとても熱狂的でやかましく, 
集めてきた支持や規模には不釣り合いなほどの影響力を持つ.
• フロリデーションについての論議は興味深い. 反フッ化物添加主義
者は, 比較的健康な中流階層の出身の傾向がある. なぜなら,これら
の群の子供は，う蝕経験が最も少ないので, 彼らには介入の利益が
最も少ないのだ. 
• 嘆かわしいことに, 反フッ化物添加主義者の与える影響は, 健康の
社会的な不平等を維持する方向に働くのだ.
• 反フッ化物添加主義者の主張は, しばしば人騒がせで, ときおり,
科学者の視点からは異端である.

Roger Detels, James Mcewen, Robert Beaglehole, and Heizo Tanaka eds.2002

資料１

（資料1）

資料２

（資料2）

●詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。 主催　石川県保険医協会

久保 良美 氏（久保歯科医院 副院長）講　師

ところ オンライン会議システム「Zoom」
と　き 2020年10月29日（木）19:30～20:30

小児アレルギー予防に向けて
～妊娠期・乳児期からのアプローチ～

長門 佐 氏（ながと歯科・小児歯科医院 院長）講　師

ところ 保険医協会会議室および
オンライン会議システム「Zoom」

と　き 2020年11月26日（木）19:30～21:15

対　象 石川県保険医協会 歯科会員

参加費 無料
定　員 保険医協会会議室10人、Zoom30人

対　象 石川県保険医協会 会員

参加費 無料
定　員 30人

口腔機能の発達と口腔筋機能トレーナーを
用いた咬合誘導について

石 川 保 険 医 新 聞 2020年10月15日（毎月15日発行）（2）第582号



パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
言

葉
と
と
も
に
登
場
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
厄
介
な
点
が

多
い
。
特
に
厄
介
な
の

は
発
症
の
前
に
す
で
に

強
い
感
染
力
を
持
ち
、
誰
も
が
自
覚

の
な
い
ま
ま
感
染
源
に
な
り
得
る
こ

と
だ
ろ
う
。
ま
た
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
型
ゆ
え

に
絶
え
ず
素
早
く
変
異
し
続
け
、
弱

毒
化
も
強
毒
化
も
変
幻
自
在
な
こ

と
。
致
死
率
が
極
め
て
高
い
わ
け
で

も
な
い
が
、
決
定
的
に
有
効
な
治
療

薬
も
治
療
法
も
確
立
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
。
世
界
的
な
開
発
競
争
の
中
に

あ
る
ワ
ク
チ
ン
も
有
効
性
や
副
反
応

な
ど
に
未
知
数
が
残
る
こ
と
。
病
態

の
解
明
や
治
療
法
に
少
し
の
光
明
が

差
し
て
き
た
と
は
い
え
、
９
カ
月
を

経
た
今
も
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
収
束
す

る
気
配
は
な
い
。
さ
ら
に
国
民
を
指

導
す
る
立
場
の
官
邸
や
省
庁
、
地
方

自
治
体
は
明
確
な
方
針
を
打
ち
出
せ

な
か
っ
た
こ
と
も
不
安
を
掻
き
立
て

た
。
マ
ス
コ
ミ
の
報
道
姿
勢
の
相
乗

効
果
も
あ
り
、
ち
ま
た
に
「
自
粛
警

察
」
ま
で
も
が
突
如
出
現
し
た
り
、

ど
こ
か
で
感
染
が
判
明
す
る
や
否
や

当
事
者
に
対
す
る
理
不
尽
な
差
別
や

い
じ
め
ま
で
生
ま
れ
た
。
こ
の
「
地

域
に
お
け
る
最
初
の
感
染
源
と
非
難

さ
れ
る
恐
怖
」
は
歯
科
医
療
、
介
護

従
事
者
に
も
強
力
な
ス
ト
レ
ス
を
与

え
た
。

さ
て
、
こ
の
状
況
下
で
、
歯
科
診

療
に
お
け
る
重
要
な
領
域
と
し
て

評
価
さ
れ
て
き
た
「
介
護
保
険
施
設

に
お
け
る
訪
問
診
療
・
訪
問
口
腔
ケ

ア
」
を
考
え
て
み
た
い
。
厚
労
省
が

４
月
６
日
に
発
出
し
た
事
務
連
絡
は

不
急
の
歯
科
治
療
を
控
え
る
考
慮
を

要
請
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
歯
科

外
来
ば
か
り
で
な
く
訪
問
診
療
に
及

ぼ
す
影
響
は
甚
大
で
あ
っ
た
。
何

が
「
不
急
」
な
の
か
の
論
議
が
尽
く

さ
れ
ぬ
ま
ま
、
た
だ
歯
科
治
療
に
対

す
る
恐
怖
感
を
煽
っ
た
だ
け
と
糾
弾

し
た
い
。
結
果
と
し
て
、
歯
科
側
は

持
ち
込
む
機
材
等
の
感
染
対
策
の
漏

れ
を
恐
れ
、
同
時
に
施
設
の
職
員
や

入
居
者
の
誰
か
一
人
で
も
感
染
さ
せ

れ
ば
ク
ラ
ス
タ
ー
化
し
て
し
ま
う
こ

と
を
恐
れ
、
自
粛
を
選
択
し
が
ち
と

な
っ
た
。
一
方
、
施
設
側
も
そ
れ
は

同
じ
。
職
員
の
感
染
防
衛
ば
か
り

で
な
く
、
入
居
者
の
家
族
で
す
ら
ス

マ
ホ
面
会
等
に
制
限
さ
れ
る
状
況
を

生
み
出
し
、
歯
科
医
師
の
訪
問
す
ら

受
け
入
れ
な
い
状
況
が
生
み
出
さ

れ
た
。

こ
の
現
状
に
は
懸
念
を
覚
え
る
。

今
ま
で
難
症
例
の
口
腔
ケ
ア
を
担
当

し
て
き
た
歯
科
衛
生
士
の
介
入
が
途

絶
え
た
こ
と
に
よ
る
悪
影
響
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
義
歯
の
修
理
を
放
置

す
る
と
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
悪
化
し
な
い
だ
ろ

う
か
。
次
々
と
疑
問
が
わ
く
。
施
設

の
職
員
か
ら
時
折
聞
こ
え
て
く
る
声

だ
け
で
な
く
、
直
接
歯
科
医
師
の
目

で
見
て
判
断
し
た
い
も
の
だ
。
こ
の

現
場
の
混
乱
を
打
開
し
、
関
係
者
の

安
心
安
全
の
確
保
の
た
め
に
、
国
は

早
急
に
訪
問
診
療
に
必
要
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
出
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う

か
。
広
範
な
実
態
調
査
が
必
要
な
ら

ば
、
わ
れ
わ
れ
も
協
力
し
た
い
。
現

場
の
実
情
を
把
握
し
た
上
で
、
わ
れ

わ
れ
も
歯
科
医
療
の
専
門
職
と
し
て

の
提
言
を
発
信
し
た
い
。

金
沢
大
学
小
児
科
の
吉
田
瑛

子
と
申
し
ま
す
。
医
師
８
年
目

の
若
輩
者
で
あ
り
ま
す
が
、
寄

稿
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
き
執
筆

さ
せ
て
い
た
だ
く
次
第
で
す
。

現
在
は
金
沢
大
学
附
属
病
院
の

病
棟
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。
ま

だ
駆
け
出
し
で
は
あ
り
ま
す

が
、
小
児
ア
レ
ル
ギ
ー
や
自
己

免
疫
性
好
中
球
減
少
症
に
関
す

る
研
究
を
自
己
テ
ー
マ
と
し
て

い
ま
す
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
に
伴
い
、
小
児
科
医

療
ひ
い
て
は
医
療
全
体
が
大
き

な
変
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
年

に
な
り
ま
し
た
。
外
来
患
者
数

や
入
院
患
者
数
の
激
減
、
ど
の

施
設
で
も
感
染
対
策
を
工
夫
し

な
が
ら
の
診
療
と
い
っ
た
、
こ

れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
状
況
下
で
毎
日
診
療
に
当

た
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
医
療

者
へ
の
風
評
被
害
な
ど
、
病
院

外
で
理
不
尽
な
目
に
遭
い
心

痛
む
ニ
ュ
ー
ス
も
多
々
あ
り

ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

新
し
い
形
の
情
報
共
有

大
学
病
院
に
お
い
て
も
、
診

療
や
そ
れ
以
外
の
業
務
に
お
い

て
大
き
な
変
革
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
従
来
は
医
局
に

集
ま
っ
て
行
っ
て
い
た
病
棟
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
症
例
検
討

会
）
な
ど
を
、
今
年
度
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
、
自
宅
や
外

勤
先
か
ら
も
視
聴
す
る
こ
と
が

で
き
、
興
味
が
あ
る
の
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
子
育
て
中
の
先

生
方
な
ど
も
色
ん
な
場
所
か
ら

自
由
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
公
開
症
例
検

討
会
は
、
石
川
県
以
外
に
も
富

山
県
や
福
井
県
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
先
生
方
も
参
加
で
き
る
よ

う
に
な
り
、
白
熱
し
た
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
の
両
方
が
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い

形
が
今
後
も
増
え
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
時
代
の
診
療

外
来
診
療
に
お
い
て
は
、
一

部
で
テ
レ
ビ
電
話
に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
や
電
話
に
よ
る
診

察
・
処
方
が
導
入
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
入

院
診
療
に
お
い
て
は
、
発
熱
患

児
の
個
室
管
理
や
入
院
患
児
の

面
会
や
付
き
添
い
家
族
の
制
限

と
い
っ
た
、
感
染
予
防
の
た

め
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
例
年
な
ら
流
行
す

る
で
あ
ろ
う
ウ
イ
ル
ス
性
胃
腸

炎
や
そ
の
他
の
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
、
手
足
口
病
な
ど
）

が
極
端
に
減
っ
た
印
象
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
鼻
腔
や
咽
頭

の
迅
速
検
査
を
控
え
る
な
ど
に

よ
っ
て
、
診
断
さ
れ
な
い
例
も

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
３
密

を
避
け
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
を
確
保
し
、
マ
ス
ク
や

手
洗
い
、
手
指
消
毒
に
よ
る
感

染
予
防
の
効
果
も
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
特
に

小
児
に
お
い
て
は
、
完
全
な
感

染
予
防
を
行
う
こ
と
や
、
保
育

園
や
幼
稚
園
・
学
校
と
い
っ
た

場
所
で
適
切
な
ソ
ー
シ
ャ
ル

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
は

難
し
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

の
こ
と
は
、
予
防
医
学
の
立
場

か
ら
考
え
る
と
、
コ
ロ
ナ
時
代

と
言
わ
れ
る
今
の
難
局
を
乗
り

切
っ
た
後
に
も
繋
が
る
、
何
か

ヒ
ン
ト
が
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
、
文
章
を

書
き
連
ね
て
し
ま
い
、
ま
と
ま

り
の
な
い
も
の
に
な
っ
た
こ
と

を
お
許
し
く
だ
さ
い
。
ま
だ
ま

だ
苦
難
の
時
期
は
続
き
ま
す

が
、
小
児
科
医
の
１
人
と
し
て

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
、

日
々
考
え
な
が
ら
今
後
も
精
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
蔓
延
下
の

　
歯
科
訪
問
診
療
・

　
　
訪
問
口
腔
ケ
ア
を
考
え
る

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第49回》《第49回》

吉
田

　瑛
子

　（
金
沢
大
学
附
属
病
院
・
小
児
科
）

小
児
科
医
の
立
場
か
ら

 

考
え
る
時
代

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
の
ツ
ケ
か
ら
３
と
ハ
ネ
る
の
が
好

手
順
。
白
４
に
黒
５
で
白
死
で
す
。
黒
１

で
先
に
３
は
白
４
黒
１
白
イ
で
白
生
き
。

白
２
で
イ
な
ら
黒
４
で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
３
三
歩
☖
２
一
玉
☗
３
一
角

成
☖
同
玉
☗
４
一
飛
☖
２
二
玉

☗
４
二
飛
成
☖
２
一
玉
☗
３
二

竜
ま
で
９
手
詰
。

〈
解
説
〉
初
手
☗
３
三
飛
は
☖

４
二
玉
以
下
届
き
ま
せ
ん
。
☗

３
三
歩
で
☖
２
一
玉
と
追
い
、

３
手
目
☗
３
一
角
成
が
う
ま
い

決
め
手
で
す
。
☗
４
一
飛
以
下

は
手
順
の
追
詰
で
す
。

将
棋
解
答

（
問
題
は
10
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

8
＋
7
で
、答
え
は「
15
」

（
問
題
10
面
）
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公
衆
衛
生
学
的
対
策
序
論
： 

　
疫
学
と
公
衆
衛
生
学
的
対
策

過
去
の
感
染
症
が
疑
わ
れ
た
病
気
に
対
し
て
、

原
因
が
確
定
す
る
前
に
疫
学
的
因
果
関
係
を
元
に

有
効
な
公
衆
衛
生
対
策
が
実
施
さ
れ
た
例
と
し

て
、
19
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
の
コ
レ
ラ
対
策
と
日
本

海
軍
の
脚
気
対
策
を
紹
介
し
ま
す
。

１
８
５
４
年
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
で
コ
レ
ラ
が

発
生
し
、
10
日
間
で
約
５
０
０
人
が
死
亡
し
ま
し

た
。
ジ
ョ
ン
・
ス
ノ
ー
医
師
は
患
者
の
家
を
地

図
に
記
録
し
（
図
１
）、
特
定
の
地
区
に
多
い
こ

と
、
患
者
の
聞
き
取
り
で
同
じ
地
区
で
も
水
を
ブ

ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
あ
る
特
定
の
水
道
ポ
ン
プ
か
ら

得
て
い
た
者
が
他
の
ポ
ン
プ
か
ら
得
て
い
た
者
よ

り
多
い
（
性
別
、
年
齢
、
職
業
、
貧
富
の
差
な
ど

交
絡
要
因
を
考
慮
し
て
も
明
ら
か
な
差
が
あ
る
）

こ
と
を
突
き
止
め
、
そ
の
ポ
ン
プ
を
閉
鎖
す
る
こ

と
に
よ
り
流
行
を
終
焉
さ
せ
ま
し
た
。
分
析
疫
学

に
よ
る
対
策
の
代
表
事
例
で
す
。
調
査
で
そ
の
ポ

ン
プ
の
水
は
下
水
が
混
じ
っ
た
テ
ム
ズ
川
か
ら
取

水
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
す
。

記
念
の
ポ
ン
プ
は
２
０
１
６
年
に
撤
去
さ
れ
ま
し

た
が
、
記
念
プ
レ
ー
ト
が
残
っ
て
い
ま
す
。
コ
レ

ラ
は
当
時
、
空
気
感
染
症
な
ど
様
々
な
説
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ス
ノ
ー
の
調
査
か
ら
下
水
の
混
じ
っ

た
水
道
水
を
介
す
る
感
染
症
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
コ
ッ
ホ
が
コ
レ
ラ
の
原
因
菌
（
ビ
ブ

リ
オ
属
）
を
特
定
し
た
の
は
そ
の
30
年
後
で
、
後

に
、
イ
タ
リ
ア
の
パ
チ
ー
ニ
が
１
８
５
４
年
に

コ
ッ
ホ
よ
り
先
に
コ
レ
ラ
菌
を
発
見
し
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

19
世
紀
、
世
界
中
で
脚
気
が
蔓
延
し
何
か
の
感

染
症
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
時
代
の
日

本
軍
で
は
兵
士
の
士
気
を
高
め
る
た
め
庶
民
の
あ

こ
が
れ
で
あ
っ
た
白
米
中
心
の
食
事
を
提
供
し
て

い
ま
し
た
。
海
軍
で
も
太
平
洋
横
断
練
習
艦
で
乗

員
３
０
０
人
超
の
約
半
数
が
重
症
脚
気
に
な
り
、

１
割
近
く
が
死
亡
す
る
状
況
で
し
た
。
英
国
留
学

を
経
て
海
軍
軍
医
大
監
に
な
っ
た
高
木
兼
寛
（
慈

恵
会
病
院
・
医
科
大
学
設
立
者
）
が
英
国
で
は
脚

気
が
少
な
い
こ
と
か
ら
何
か
の
栄
養
障
害
だ
と
考

え
、
１
８
８
４
年
に
同
じ
航
路
の
練
習
艦
の
食
事

を
肉
や
ミ
ル
ク
の
洋
食
に
代
え
た
と
こ
ろ
、
洋
食

を
嫌
っ
た
者
の
み
重
症
脚
気
に
な
り
ま
し
た
が
死

亡
は
ゼ
ロ
で
し
た
。
分
析
疫
学
介
入
研
究
の
成
果

で
す
。
そ
の
後
、
海
軍
全
体
で
麦
飯
主
体
の
食
事

に
代
え
脚
気
死
亡
を
激
減
さ
せ
ま
す
。
し
か
し
、

ド
イ
ツ
医
学
中
心
の
東
大
医
学
部
と
陸
軍
（
そ
の

代
表
の
一
人
は
森
鴎
外=

森
林
太
郎
陸
軍

軍
医
総
監
）
は
脚
気
は
未
知
の
細
菌
に
よ

る
感
染
症
と
信
じ
、
白
米
中
心
の
食
事
を

続
け
ま
し
た
。
日
露
戦
争
で
は
陸
軍
兵
士

の
死
亡
３
・
７
万
人
の
う
ち
３
万
人
弱
が

脚
気
に
よ
る
死
亡
で
し
た
。
一
方
、
海
軍

の
脚
気
死
亡
は
わ
ず
か
１
人
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
太
平
洋
戦
争
開
戦
前
に
米
国
と
の

国
力
の
違
い
を
具
体
的
に
示
し
て
米
国
と

の
開
戦
に
反
対
し
た
海
軍
に
対
し
て
、
神

の
軍
隊
が
負
け
る
わ
け
が
な
い
と
開
戦
に

猪
突
猛
進
し
た
陸
軍
の
認
識
や
思
考
に
通

じ
る
も
の
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
を
含

む
国
の
政
策
も
科
学
的
根
拠

に
基
づ
く
必
要
が
あ
り
、
医

学
会
や
政
治
が
旧
陸
軍
に
な

ら
な
い
た
め
の
重
要
な
歴
史

の
教
訓
で
す
。
政
権
に
批
判

的
な
官
僚
や
科
学
者
を
排
除

し
て
い
る
安
倍 

─ 

菅
政
権

は
旧
陸
軍
化
し
て
い
る
と
危

惧
し
て
い
ま
す
。

１
９
１
０
年
に
東
大
農
学

部
の
鈴
木
梅
太
郎
が
世
界
で

最
初
に
米
ぬ
か
に
含
ま
れ
る

成
分
オ
リ
ザ
ニ
ン
（
現
在
の

ビ
タ
ミ
ン
B1
）
を
発
見
し
、

そ
の
不
足
が
脚
気
の
原
因
で

あ
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
東
大
医
学
部
中
心
の
医

学
界
か
ら
無
視
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
翌
年
に
、
フ
ラ
ン

ク
が
独
自
に
同
じ
物
質
を
発

見
し
ビ
タ
ミ
ン
と
名
付
け
、

後
に
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し

ま
す
が
、
そ
の
際
も
東
大
医

学
部
は
鈴
木
を
ノ
ー
ベ
ル
賞

に
推
薦
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
人
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
は
１
９
４
９
年

の
湯
川
博
士
、
医
学
生
理
学

賞
は
１
９
８
７
年
の
利
根
川

博
士
ま
で
遅
れ
ま
し
た
。
疫

学
の
価
値
を
軽
視
し
、
狭
い
専
門
性
に
こ
だ
わ
る

風
土
は
現
在
の
医
学
会
に
も
残
っ
て
い
な
い
で

し
ょ
う
か
。

新
し
い
感
染
症
は
こ
れ
ま
で
は
原
因
が
特
定
さ

れ
る
前
に
疫
学
情
報
に
基
づ
い
て
公
衆
衛
生
学

的
対
策
を
行
う
こ
と
が
対
策
の
成
功
の
秘
訣
で

し
た
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
で
は
疫
学
よ
り
先
に
原

因
ウ
イ
ル
ス
が
特
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
人
類
史

上
珍
し
い
こ
と
で
す
。
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-
19
の
原
因

ウ
イ
ル
ス
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
）
は
一
本

鎖
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
表
面
が
薄
い
脂
質
の
膜
で
覆
わ
れ

た
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
・
ウ
イ
ル
ス
で
、
Ｓ 

（
ス
パ
イ

ク
）、
Ｍ 

（
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
）、
Ｅ 

（
エ
ン
ベ
ロ
ー

プ
）
の
３
つ
の
タ
ン
パ
ク
質
で
構
成
さ
れ
た
直
径

約
０
・
１
μm
の
粒
子
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
3
月
に
は
フ
ァ
ビ
ピ
ラ
ビ
ル
（
ア
ビ
ガ
ン
）

開
発
者
の
白
木
富
山
大
名
誉
教
授
ら
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
医

事
新
報
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
に
弱
く
乾
燥
す
る

と
感
染
力
を
失
う
な
ど
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２

の
特
徴
と
感
染
リ
ス
ク
に
つ
い
て
詳
細
な
情
報
を

公
表
し
て
い
ま
す
が
、
政
府
の
対
策
に
十
分
生
か

さ
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

公
衆
衛
生
学
的
対
策
１ 

大
き
な
飛
沫
対
策
：
他
人
に
移
さ
な

い
マ
ス
ク
、
手
指
消
毒
と
環
境
消
毒

公
衆
衛
生
学
的
対
策
で
は
感
染
・
死
亡
を
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
せ
ん
。
感
染
・
死

亡
リ
ス
ク
を
現
実
に
「
合
理
的
に
達
成
可
能
な

限
り
小
さ
く
す
る
」
Ａ
Ｌ
Ａ
Ｒ
Ａ
（as low

 as 
reasonably achievable

）
の
原
則
に
従
い
、
対

策
を
総
合
的
に
積
み
重
ね
る
方
法
を
と
り
ま
す
。

最
も
重
要
な
対
策
は
大
き
な
飛
沫
対
策
で
す
。

感
染
者
の
口
鼻
か
ら
放
出
さ
れ
た
大
き
な
飛
沫

は
マ
ス
ク
な
し
で
は
前
方
約
２
メ
ー
ト
ル
、
斜
め

前
方
約
1
メ
ー
ト
ル
に
飛
び
散
り
、
人
の
顔
や

手
、
家
具
・
設
備
に
付
着
し
、
そ
れ
に
触
れ
た
手

指
を
介
し
て
ウ
イ
ル
ス
が
目
・
鼻
・
口
に
侵
入
し

ま
す
。
こ
う
し
た
直
接
曝
露
や
接
触
感
染
を
防
ぐ

た
め
に
世
界
一
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
富
岳
に
よ
る

飛
沫
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画
像
は
効
果
的
で
し
た

（
図
２
）。

咳
や
く
し
ゃ
み
で
は
さ
ら
に
前
方
遠
く
ま
で
到

達
し
ま
す
が
、
屋
外
や
換
気
の
良
い
空
間
で
は
2

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
る
と
飛
沫
が
乾
燥
し
ウ
イ
ル

ス
が
感
染
力
を
失
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

対
策
の
第
一
は
大
き
な
飛
沫
を
飛
び
散
ら
せ
な

い
こ
と
で
、
誰
が
感
染
者
か
分
か
ら
な
い
の
で
飛

沫
が
周
り
に
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
全
員
が
「
思
い
や
り
」
マ
ス
ク
を
す
る
こ

と
、
咳
や
く
し
ゃ
み
の
時
に
ハ
ン
カ
チ
で
口
を
覆

う
等
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
す
る
こ
と
が
重
要
な
対

策
で
す
。

「
思
い
や
り
」
マ
ス
ク
は
大
き
な
飛
沫
を
飛
散

さ
せ
な
い
こ
と
が
目
的
な
の
で
、
布
製
（
手
の
洗

剤
や
洗
濯
洗
剤
で
洗
浄
し
繰
り
返
し
使
用
）
で
も

よ
い
こ
と
を
初
期
か
ら
強
く
周
知
す
べ
き
で
し

た
。
マ
ス
ク
を
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
マ

ス
ク
の
種
類
に
関
わ
ら
ず
大
き
な
飛
沫
は
ほ
と
ん

ど
飛
散
せ
ず
、
小
さ
な
飛
沫
が
顔
の
前
面
か
ら
側

面
に
数
10
㎝
放
出
さ
れ
ま
す
。
大
き
な
飛
沫
の
大

部
分
は
自
分
の
顔
や
マ
ス
ク
に
付
着
す
る
た
め
マ

ス
ク
本
体
に
触
れ
る
と
手
指
が
汚
染
さ
れ
ま
す
。

ゴ
ム
の
部
分
の
み
に
触
れ
、
マ
ス
ク
に
触
れ
た
後

は
手
洗
い
・
消
毒
を
す
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

当
初
、
マ
ス
ク
を
推
奨
す
る
と
き
に
、
右
記
の

情
報
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
、
韓
国
や
台

湾
の
よ
う
に
必
要
な
人
が
必
要
な
マ
ス
ク
を
使
え

る
よ
う
政
府
が
流
通
を
指
導
・
管
理
す
る
こ
と
が

公
衆
衛
生
対
策
の
基
本
で
す
が
、
そ
の
基
本
を
実

施
し
な
か
っ
た
た
め
大
き
な
混
乱
を
招
き
ま
し

た
。
当
時
、
政
府
に
助
言
す
る
専
門
家
の
中
に
公

衆
衛
生
対
策
の
真
の
専
門
家
が
い
な
い
か
、
発
言

力
が
弱
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

食
堂
・
飲
食
店
や
喫
煙
所
な
ど
マ
ス
ク
を
外
す

場
所
で
２
メ
ー
ト
ル
以
内
に
近
づ
く
と
き
は
、
前

方
と
側
方
に
隙
間
の
な
い
頭
よ
り
高
い
高
さ
の
衝

立
が
必
要
で
、
口
の
高
さ
に
近
い
所
に
隙
間
の
あ

服
部

　真
（
金
沢
市
・
産
業
医
療
科
）

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ-

19
対
策

が
考
え
る

公
衆
衛
生
学
徒

第2回

（
5
面
へ
つ
づ
く
）

図2　理化学研究所の富岳による飛沫シミュレーション
（https://pc.watch.impress.co.jp/docs/news/1272611.htmlより引用）

図１　�ジョン・スノーによるコレラ患者の
家の地図

（Wikipediaより引用、★印は原因となった
ポンプの位置で筆者追記）
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る
衝
立
や
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
で
は
防
御
効
果
は

不
十
分
で
す
。
フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
は
飛
散
防
止

効
果
も
布
マ
ス
ク
の
代
わ
り
に
は
な
り
ま
せ
ん

し
、
全
員
が
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
場
合
は
衝
立
や

フ
ェ
ー
ス
シ
ー
ル
ド
は
不
要
で
す
。

対
策
の
第
二
は
、
飛
沫
が
付
い
た
可
能
性
が
あ

る
と
こ
ろ
に
触
れ
た
手
指
な
ど
を
目
・
鼻
・
口
・

食
品
等
を
触
る
前
に
洗
浄
・
消
毒
す
る
こ
と
で
す
。

エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
・
ウ
イ
ル
ス
は
脂
質
を
溶
か
す
洗

剤
に
弱
い
で
す
が
、
独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技

術
基
盤
機
構
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｅ 

や
北
里
大
学
の
実
験
に

よ
れ
ば
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
は
50
％
以
上

の
エ
タ
ノ
ー
ル
、
有
効
塩
素
濃
度
35
ｐ
ｐ
ｍ
以
上

の
次
亜
塩
素
酸
水
、
多
く
の
界
面
活
性
剤
（
家
庭

で
通
常
使
用
さ
れ
て
い
る
濃
度
）
に
１
分
間
接
触

す
れ
ば
不
活
化
さ
れ
る
（
感
染
力
を
な
く
す
）
効

果
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。
逆
に
次

亜
塩
素
酸
Na
に
は
比
較
的
強
く
、
不
活
化
に
は

濃
度
０
・
15
％
（
１
５
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
）
が
必
要

と
い
う
実
験
結
果
（
北
里
大
学
）
も
あ
り
ま
す
。

０
・
15
％
の
次
亜
塩
素
酸
は
皮
膚
や
粘
膜
障
害
を

起
こ
し
、
金
属
や
樹
脂
を
腐
食
さ
せ
る
危
険
も
あ

る
た
め
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ-

Ｃ
ｏ
Ｖ-

２
の
消
毒
に
使

用
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
床
や
壁
に
付
着
し

た
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク
は
極
め
て
低

く
、
特
殊
な
条
件
以
外
で
は
３
日
経
つ
と
物
に
付

着
し
た
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
を
失
い
ま
す
。

洗
剤
や
エ
タ
ノ
ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
を
し
っ

か
り
す
れ
ば
接
触
感
染
は
ほ
ぼ
抑
え
ら
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
の
は
感
染
対
策
を
大
変
容
易
に
し
て

く
れ
ま
し
た
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
と
異
な
り
、

次
亜
塩
素
酸
Na
の
使
用
や
広
範
囲
の
環
境
消
毒
も

不
要
と
分
か
り
ま
し
た
。
流
行
初
期
に
全
身
防
御

服
を
着
て
消
毒
薬
を
散
布
す
る
映
像
が
盛
ん
に
流

れ
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
が
未
知
の
間
は
や
む
を
得

な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
３
月
に
洗
剤
に

弱
い
ウ
イ
ル
ス
の
性
質
が
分
か
っ
た
後
は
不
要
な

こ
と
で
し
た
。
そ
の
後
も
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
で
広

範
囲
の
環
境
消
毒
が
実
施
さ
れ
て
い
た
の
を
見
る

と
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対
策
班
で
の
理
解
と
教
育
が
不

徹
底
だ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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選択する撮影部位がない場合はその他を選択し、具体的部位を記載する
なお、四肢については、左・右・両側の別を記載する

レセプト摘要欄でコード付与された記載事項
10月診療分より入力必須

2020年度
診療報酬改定

（
4
面
の
つ
づ
き
）

主催　石川県保険医協会／学術・保険部

2回シリーズ講演 11月5日  （木）19:30～20:30

糖尿病と脂質管理
12月10日（木）19:30～20:30

糖尿病と心血管疾患
八木 邦公 氏講　師 富山大学附属病院 第一内科

講師・診療教授・診療副科長

第53&54回
な ん で も 学 術 !
な ん で も 回 答 ?

よろず勉強会

ところ オンライン会議システム（Zoom）
または 石川県保険医協会・会議室

（金沢市尾張町2-8-23 太陽生命金沢ビル8階）

●詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。
対　象 石川県保険医協会会員（参加費無料）

グループ保険
ご加入の皆さまへ

配当金を10月中に
送金します

「生命保険料控除証明書」の
発行について

グループ保険加入者の皆さまには、10月中に本
年度の配当金を送金します。配当金の振込口座は
掛金振替口座です。なお、本年度の被保険者票は
8月下旬に郵送いたしました。ご確認ください。

希望される方は保険医協会までご連絡ください。昨年
度発行した方については、自動的に発行・郵送します。
なお、保険料負担者が法人の場合は、生命保険料控除証
明書は発行できませんので、ご注意ください。

石 川 保 険 医 新 聞 第582号（5）2020年10月15日（毎月15日発行）



東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
か
ら
ま
も
な
く
10
年
を
迎
え

ま
す
が
、
事
故
を
起
こ
し
た
原

発
の
廃
炉
は
未
だ
目
処
が
立
た

ず
帰
還
困
難
区
域
も
残
存
し
て

お
り
、
原
子
力
緊
急
事
態
宣
言

は
現
在
で
も
解
除
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
２
０
１
３
年

９
月
７
日
に
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会
で
安

倍
首
相
（
当
時
）
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
招
致
の
た
め
「
ア

ン
ダ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
と
安

全
性
を
訴
え
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
へ
の
教
育
で
も
同
様

で
、
事
故
直
後
の
２
０
１
１
年

10
月
に
文
科
省
か
ら
発
行
さ
れ

た
『
中
学
生
・
高
校
生
の
た
め

の
放
射
線
副
読
本
』
で
は
、
事

故
の
負
の
面
は
ほ
と
ん
ど
記
載

せ
ず
、
医
療
・
農
業
等
へ
の
利

用
な
ど
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
た

も
の
で
し
た
。
当
然
多
く
の
批

判
を
浴
び
て
、
２
０
１
４
年
２

月
に
改
訂
さ
れ
た
時
に
は
、
汚

染
状
況
な
ど
事
故
の
負
の
面
も

多
少
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
負
の

面
を
打
ち
消
す
よ
う
に
、
復
興

の
た
め
の
除
染
活
動
な
ど
を
多

く
記
載
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
事
故
後
の
汚
染
に
関
し
て

は
「
風
評
被
害
」
と
記
載
し

て
、
残
存
汚
染
を
矮
小
化
す
る

よ
う
な
表
現
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

２
０
１
８
年
10
月
に
は
当
時

か
ら
の
状
況
が
変
化
し
て
い
る

と
の
理
由
で
さ
ら
に
改
訂
さ

れ
、
現
状
の
汚
染
状
況
を
示
す

よ
う
な
記
載
は
ほ
ぼ
な
く
な

り
、
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
の

あ
ゆ
み
の
記
載
が
多
く
な
り
、

原
発
事
故
の
問
題
点
は
風
評
被

害
や
差
別
・
い
じ
め
と
い
う
人

の
心
の
問
題
に
す
り
替
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

初
回
の
副
読
本
か
ら
様
々
な

問
題
点
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
改
訂
版
も
様
々

な
方
か
ら
多
く
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
ご
紹

介
す
る
も
の
は
、「
核
戦
争
に

反
対
す
る
医
師
の
会
」
に
よ
る

「『
中
学
生
・
高
校
生
の
た
め
の

放
射
線
副
読
本
』
の
問
題
点
」

と
い
う
冊
子
で
す
。
こ
の
冊
子

は
今
回
の
副
読
本
と
同
様
の
章

立
て
を
し
て
、
記
載
し
て
い
る

内
容
に
対
す
る
批
判
を
行
っ
て

い
ま
す
。
細
か
い
部
分
で
や
や

詰
め
の
甘
い
部
分
も
あ
り
ま
す

が
、
文
科
省
の
副
読
本
の
問
題

点
は
し
っ
か
り
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

本
来
、
事
故
の
当
事
国
で
あ

る
日
本
は
事
故
後
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
に
対
し
し
っ
か
り
と

事
実
を
伝
え
、
放
射
線
の
利
用

に
関
し
て
事
実
を
元
に
考
え
さ

せ
る
よ
う
な
副
読
本
を
作
る
べ

き
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
事
故
か

ら
10
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て

い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
冊

子
と
副
読
本
を
読
み
比
べ
て
正

し
い
知
識
を
再
確
認
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ハ
ス
ネ
テ
ラ
ス
と
い
う
お

店
を
ご
存
知
か
？　

金
沢
市

の
北
、
内
灘
の
近
く
に
あ
る

ス
イ
ー
ツ
と
自
家
製
う
ど
ん

の
お
店
で
あ
る
。
私
の
診
療

所
か
ら
５
分
く
ら
い
で
着
く

の
で
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
利
用

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ

こ
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
自

立
を
支
援
す
る
た
め
に
、
就

労
の
機
会
を
提
供
す
る
就
労

支
援
事
業
所
で
あ
る
。
な
の

で
、
お
店
の
中
で
は
障
害
の

な
い
人
も
あ
る
人
も
、
従
業

員
と
し
て
分
け
隔
て
な
く
一

緒
に
働
い
て
い
る
。
う
ち
に

通
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も

こ
こ
の
従
業
員
と
し
て
働
い

て
い
て
、
行
く
た
び
に
元
気

な
あ
い
さ
つ
で
迎
え
て
も

ら
っ
て
す
ご
く
気
持
ち
が

い
い
。

私
は
お
昼
に
行
く
こ
と
が

多
く
、
日
替
わ

り
ラ
ン
チ
を
い

た
だ
く
こ
と
が

多
い
。
こ
の
日

も
、
ラ
ン
チ
を

チ
ョ
イ
ス
し

た
。
こ
こ
の
ラ

ン
チ
の
特
徴
な

の
だ
が
、
洋
風

の
主
食
に
温
か

い
小
う
ど
ん
が

付
く
の
が
売
り

で
あ
る
。
最
初

は
「
??
」
と

思
っ
た
が
、
慣

れ
て
く
る
と
こ

の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
な
ん
と
も
良
い
の

で
あ
る
。
今
で
は
、
す
っ
か

り
こ
の
ス
タ
イ
ル
が
気
に

入
っ
て
い
る
。

ス
イ
ー
ツ
も
お
い
し
く

て
、
ケ
ー
キ
や
パ
フ
ェ
が

人
気
で
あ

る
。
私
の
お

す
す
め
は
フ

ル
ー
ツ
盛
り

だ
く
さ
ん
の

フ
ル
ー
ツ
パ

フ
ェ
（
か

な
り
の
ボ

リ
ュ
ー
ム

で
、
私
は
こ

れ
だ
け
で
お

腹
が
い
っ
ぱ

い
に
な
る
）

で
あ
る
が
、

夏
の
間
は

や
っ
て
い
な

く
て
、
10
月
く
ら
い
か
ら
ま

た
再
開
す
る
そ
う
で
あ
る
。

と
い
う
わ
け
で
、
こ
こ
は

斬
新
な
創
作
料
理
で
い
つ
も

工
夫
し
て
い
る
た
め
、
食
事

に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
読
者
諸
氏
も
、
一
度

来
店
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

す
る
。

コレコレ旨
ウマウマ

お気に入りの
食べどころ

ハ
ス
ネ
テ
ラ
ス

5軒目

洋
風
ラ
ン
チ
に
自
家
製
う
ど
ん

大
平
三
四
郎
（
金
沢
市
・
歯
科
）

種
市

　靖
行
（
白
山
市
・
整
形
外
科
）

書  

評

『
中
学
生・高
校
生
の
た
め
の

 
放
射
線
副
読
本
』の
問
題
点

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その59

シリーズ

◆字数は800字以内（厳守）
◆原稿締め切りは１２月１０日（木）正午・必着
◆原稿はデータをＥメールにてお送りください。Ｅメールで

の送付が難しい場合は、郵送・ＦＡＸでも受け付けており
ます。

 メールアドレス　ishikawa-hok@doc-net.or.jp
 ＦＡＸ番号　０７６（２３１）５１５６
 住所　〒920-0902　石川県金沢市尾張町２-８-２３
 　　　太陽生命金沢ビル８階
◆投稿は保険医協会会員ご本人のほか、ご家族・スタッフか

らも受け付けております。

原稿の送り方

『石川保険医新 聞』2 0 2 1 年１月号の原稿募集テーマは、 
2020年８月号に引き続き、 「新型コロナウイルス よもやま話」です。

今年２月末から、 診療に日常生活にと多くの会員の先生方も
翻弄される日々 かと思います。診療上での苦労・困ったこと、 そ
れをどのような工夫で乗り切ったか、 今後に備えて取り組んで
いること、 「ステイホーム」での楽しみ方など、 「新型コロナウイル
ス」に関する内容をお寄せください。（編集部）

石川保険医新聞
2021年１月号原稿募集

募集テーマ

新型コロナウイルス
よもやま話

『文部科学省2018年版「中学生・高校
生のための放射線副読本」の問題点』
発行日　2020年6月
発行元　反核医師の会
価　格　150円

文部科学省2018年版

『中学生・
高校生のための
放射線副読本』の

問題点
～放射線被ばくで心配なことは?～

反核医師の会

核戦争に反対する医師の会 （反核医師の会）

発行責任者 中川  武夫、原  和人、飯田  哲夫

分担執筆者 聞間  元、大前  比呂思、池  浩

発行日 2020年6月

事務局 〒151-0053
東京都渋谷区代々木2-5-5　新宿農協会館５F
全国保険医団体連合会内
TEL03-3375-5183　FAX03-3375-1885
e-mail:panw@doc‐net.or.jp
反核医師の会ホームページ  http://no-nukes.doc-net.or.jp/

文部科学省発行の『中学生・高校生の
ための放射線副読本』

会員の皆さまのお気に入りの食べどこ
ろの投稿を募集しています。原稿は400
字程度、写真も一緒にお送りください。
（編集部）

メール	 ishikawa-hok@doc-net.or.jp
F A X	 076-231-5156

ランチには讃岐うどんのセット

ハスネテラス
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新型コロナウイルスは、相変わらず世界的に猛
威を振るっている。高齢者の死者も多く、時には
肺に後遺症が残り、リハビリ生活を送っている人
も多いと聞く。そんな状況の中で、新型コロナに
感染する子どもは少なく、かつ感染後に重症化す
るケースが少ないことが伝えられている。この理
由は何なのか?

6 月 2 日付けの朝日新聞に「子どもの重症化な
ぜ少ない」と題して、論説記事が掲載されてい
る。世界からの報告では、中国や米国、イタリア
の感染者のうち、18歳未満の感染者は 2 ％未満
だったという。また、中国の感染者と感染が疑わ
れた子どものうち 9 割が無症状か軽症あるいは中
等症であり、重症化は約 6 ％だったと。子どもは

感染しても、感染させる割合が少ないと思われる
データもある。 1 月下旬に仏のスキーリゾート
で起きた集団感染には、 9 歳の男子が含まれて
いたが、感染が分かる前に複数の学校やスキー
教室に通っていた。すぐに接触者170人が確認さ
れ、73人が検査を受けた。しかし、感染者はいな
かった。

米大学のハータート教授によると、感染した子
どもの多くは、ウイルスが鼻にとどまっている可
能性があるという。最近、米国医師会雑誌に、こ
の仮説を裏付ける論文が掲載された。新型コロナ
ウイルスは、ヒトの細胞に
侵入する際に特定の受容体
とくっつく。この受容体の

遺伝子の量を過去に採取し保存しておいた鼻の奥
の細胞を使って調べたところ、10歳未満の子ども
が最も少なく、年齢が上がるにつれ増えていた。
この所見が、子どもの罹りにくい、かつ軽症であ
るという現状にどう関連するかは、さらなる追求
が必要であろう。

また、もうひとつの疑問符、川崎病との関連で
ある。日本ではすでに否定されているが毎日新聞
9 月10日配信の情報で、 1 歳男児が新型コロナ感
染後、川崎病を発症した国内第 1 例が東京都立小
児総合医療センターより報告された。欧米では川
崎病に似た症状を示す患者が増加し、多くに新型
コロナの感染歴があったため、関連が指摘されて
いる。新型コロナウイルスは、これまでの常識を
覆す謎多き感染症という印象もあるが、無用に恐
れることなく、ウイルスの弱点を突きながら克服
できることを期待したい。

『石川保険医新聞』編集長　武藤　一彦（白山市・小児科）

編集長の
ひとりごと

新型コロナ
子どもの重症化はなぜ少ないのか

皆
さ
ま
の
診
療
所
に
は
糖

尿
病
の
患
者
さ
ん
が
た
く
さ

ん
通
院
し
て
お
ら
れ
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
私
は
以
前
よ

り
糖
尿
病
の
専
門
医
と
し

て
、
診
療
所
の
先
生
方
と
専

門
医
の
2
人
主
治
医
制
を
提

唱
し
、
当
院
を
中
心
と
し
た

地
域
で
連
携
パ
ス
を
運
用
し

て
い
ま
す
。
日
常
診
療
は
か

か
り
つ
け
医
で
、
合
併
症
の

検
査
や
入
院
は
専
門
医
療
機

関
で
と
の
コ
ン
セ
プ
ト
で

行
っ
て
い
ま
す
。
パ
ス
の
患

者
さ
ん
は
お
お
よ
そ
6
カ
月

〜
1
年
に
1
度
当
院
に
来
て

い
た
だ
き
、
合
併
症
の
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

に
は
最
大
の
焦
点
で
あ
る
腎

症
に
関
す
る
、
尿
ア
ル
ブ
ミ

ン
、
尿
タ
ン
パ
ク
の
定
量
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し

な
が
ら
、
パ
ス
に
の
っ
て
い

な
い
患
者
さ
ん
が
紹
介
さ
れ

て
き
た
と
き
に
、
時
々
、
腎

不
全
に
近
い
状
態
に
な
っ
て

お
り
、
び
っ
く
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

K
D
B
（
国
保
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
）
に
よ
る
と
石
川
県

の
国
保
や
後
期
高
齢
者
の

デ
ー
タ
で
は
尿
中
ア
ル
ブ
ミ

ン
・
タ
ン
パ
ク
定
量
検
査
を

年
１
回
以
上
受
け
て
い
る

糖
尿
病
患
者
の
割
合
は
19
・

8
％
（
47
都
道
府
県
中
18
番

目
で
は
あ
り
ま
す
）
と
き
わ

め
て
低
く
出
て
い
ま
す
。
眼

科
受
診
率
が
40
％
で
あ
る
こ

と
よ
り
、
診
療
所
の
先
生
方

に
も
っ
と
積
極
的
に
検
査
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
透
析
導
入
患
者
さ
ん

の
減
少
が
腎
症
予
防
の
最
終

目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
た
め
に
も
、
先
生
方
に

は
腎
症
の
早
期
発
見
の
た

め
、
検
尿
、
尿
中
ア
ル
ブ
ミ

ン
・
タ
ン
パ
ク
定
量
検
査
を

定
期
的
に
行
う
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。
そ
し
て
石
川
県

の
進
め
る
糖
尿
病
の
医
療
連
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西村　泰行（金沢赤十字病院・内科）

糖尿病患者に検尿を第22回

コラムリレー勤務医

子どもの感染に関する医学的知見
日本小児科学会まとめ、5月20日時点

・患者に子どもの割合は少なく、
ほとんどは家族内で感染
・学校や保育所におけるクラスターは
ないか、あるとしても極めてまれ
・大人と比べて軽症で、死亡例も
ほとんどない。経過観察や対症療法で
十分とされている。
ただ急性の呼吸不全は要注意
・乳児では発熱だけのことも。
海外の例では10代で足先に凍傷の
ような皮膚病変ができることがある
・ウイルスは鼻の奥より、便の中に
長期間、大量に出される
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（万人） （％）米国の年齢別の感染者数と死亡率
米疾病対策センター（CDC）のデータから

死亡率
（右目盛り）

感染者数
（左目盛り）

0～17歳 18～44歳 45～64歳 65～74歳 75歳以上
朝日新聞（2020年6月2日朝刊より）

「慰労金」申請方法の
解説動画を作成しました！

①スマートフォンなどで、右のQRコードを読み取って視聴する。
②パソコンから石川県保険医協会のホームページにアクセス
　して視聴する。

石川県保険医協会ホームページ http://ishikawahokeni.jp

医療従事者等慰労金
感染拡大防止等支援事業
申請サポート会

と　き 事前予約制（会員限定・参加費無料）

ところ 石川県保険医協会 事務局
金沢市尾張町2-8-23 太陽生命金沢ビル８階

対　象 医科・歯科会員（診療所のみ）

パソコン・エクセル操作に不慣れな方や、申請手続きが
複雑で不安な会員の先生方に、スムーズに慰労金・感染拡大防止等支援事業を申請
していただけるよう、申請サポート会を開催します。
保険医協会のパソコンから申請を行います。事前予約制でお１人ごとに個別対応
いたします。同封のFAX申込書よりご希望の日程をお知らせください。

申請の際に準備するものや、つまづきやすい点などを解説し、実際に申請書を開
きながら入力手順を説明しています。これから申請を行う方は是非ご覧ください。

◆解説動画の視聴方法（以下①②のいずれか）
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　2021年の介護報酬改定に向けては、コロナ禍の中、社保審介護給付費分科
会においてリモートで審議が進められており、 8 月までに「第 1 ラウンドの議
論」（地域包括ケアシステムの推進など制度横断的な総論的議論とサービスご
との各論）が一通り終了している。

本号では上記の「第 1 ラウンドの議論」のうち、医療系サービスについて厚
労省から提起された「論点」をサービス種類ごとに掲載した（以下のうち□で
囲んだ部分）。厚労省提案資料をそのまま抜粋したものなので、未だ抽象的な
域を出ていないが、審議会当日どのような議論が行われたか、それぞれ「論点」
の下に若干の解説を付している。来年の改定で国が何をしようとしているの
か、そのアウトラインについて確認するための参考資料としていただきたい。

<居宅療養管理指導>（8月19日社保審介護給付費分科会）

歯科衛生士等による居宅療養管理指導について、実際の指導では口腔衛生に
関するものの割合が高いにもかかわらず、指導の様式例は口腔機能向上加算の
様式を準用しており、口腔衛生に比べ口腔機能に関する欄が多いなど実態に
あっていないとの意見が上がっている。また薬剤師による居宅療養管理指導
については、昨年の診療報酬改定で在宅患者訪問薬剤管理指導料に導入された

「オンライン服薬指導」を介護保険でも認めるかどうかが議論されている。

<訪問看護>（8月19日社保審介護給付費分科会）

厚労省からは、訪問看護ステーションからの訪問看護費の請求に占めるリハ
専門職によるサービス請求の割合が増加傾向であるとの報告があり、見直しの
検討の必要性が指摘されている。また、退院当日の訪問看護費の算定要件の緩
和についても委員から意見が上がっている。

<訪問リハビリテーション>（8月19日社保審介護給付費分科会）

前回の改定でリハビリテーションマネジメント加算の要件が見直されたが、
その際に導入されたデータベース「VISIT」への情報提供等の要件（加算Ⅳ）
の算定が進んでいない点について、厚労省から言及があった。また、要支援者
に対する訪問リハについて、介護予防・日常生活支援総合事業への移行（短期
集中予防サービスを念頭）の必要性を指摘する意見も上がっている。

<通所リハビリテーション>（7月20日社保審介護給付費分科会）

厚労省からの上記の提起を受け、今後は、リハビリテーションマネジメント
加算の算定要件にアウトカム評価を導入することや、算定実績の少ない社会参
加支援加算、生活行為向上リハビリテーション加算の要件見直しなどの議論が
進められる見込みである。なお、委員からは短期集中個別リハ加算の単位数引
上げや大規模事業所減算の廃止などの要求も出されている。

<短期入所療養介護>（7月20日社保審介護給付費分科会）

<介護老人保健施設>（8月27日社保審介護給付費分科会）

前回改定では基本報酬が抜本的に見直され、在宅復帰・在宅療養支援機能の
推進を評価する体系へと改定されたが、これについては大筋で異論はなく、引
き続きこの方針を一層強化するメリハリのある改定を進めるべきとの意見が上
がっている。

<介護医療院>（8月27日社保審介護給付費分科会）

介護療養型医療施設等から介護医療院への移行については、その転換を促進
するために移行定着支援加算が導入されているが、この加算は今年度末で終了
する時限措置であることから、その延長を求める意見と介護報酬以外の支援策
を求める意見の両論が出されている。

<介護療養型医療施設>（8月27日社保審介護給付費分科会）

介護療養型医療施設の廃止期限が迫るなか、厚労省の調査では転換先が「未
定」であるとの施設からの回答は未だ 3 割近くに上っている。これを受けて、
介護医療院の移行定着支援加算の延長などさらなる移行支援が必要との意見が
出ている。一方、今年の診療報酬改定で25対 1 看護・介護配置の医療療養病床
について、基本料を減算した上で経過措置を延長する措置がとられたことを踏
まえ、介護療養病床についても経過措置の延長を求める声があがっている。

・    居宅療養管理指導について、その利用者が可能な限りその居宅において、その
有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができるよう、適切なサービスを
提供していくためにどのような方策が考えられるか。

・    医師によるケアマネジャーに対する情報提供は、ケアプラン策定において重要
な役割を果たしているが、要介護認定の有効期間の見直し等により、主治医意見
書の情報をケアプラン策定において活用する機会が減少していることが考えられ
る。このような中で、医師の居宅療養管理指導について、日常生活における地域
の社会資源の活用等も含めた包括的なサービス提供や、自立支援・重度化防止に
資する介護を推進する観点から、情報提供の様式例を含めどのような方策が考え
られるか。

・    歯科衛生士等の居宅療養管理指導は、口腔衛生と口腔機能の実地指導を目的と
するものであるが、今後更に質の高いこれらの取組が実施されるよう、様式例を
含め、どのような方策が考えられるか。

・    令和 2 年診療報酬改定では、「在宅患者訪問薬剤管理指導料　在宅患者オンラ
イン服薬指導料」の新設、「在宅患者訪問栄養食事指導料」の見直し等が行われ
たことを踏まえ、医療保険と介護保険との整合性の観点から、どのように考え
るか。

・    今後高齢化が進展し医療ニーズを有する高齢者が増加することが想定される
中、中重度、医療ニーズに対応するサービスとしての機能を発揮し、質の高い
サービスを安定的に提供するためにどのような方策が考えられるか。

・    効率的にサービスを提供するため、ICTの活用を含む業務負担軽減に向け、ど
のような方策が考えられるか。

・    今後高齢化が進展し医療ニーズを有する高齢者が増加していくことが想定され
る中、医療ニーズを有する要介護者の生活を支えるサービスとして、訪問リハビ
リテーションサービスが必要な者に必要なサービスを効果的に提供できるようし
ていくことが求められるが、医師の関与や自立支援の取組の更なる促進、通所リ
ハビリテーションや総合事業との役割分担等についてどのように考えるか。

・    リハビリテーションと機能訓練との連携や移行をより効果的・効率的に行うた
め、その基礎となる計画書等の整合や在り方についてどのように考えるか。

・    今後高齢化が進展し医療ニーズを有する高齢者が増加していくことが想定され
る中、医療ニーズを有する要介護者の生活を支えるサービスとして、通所介護と
の役割分担や、医師の関与、自立支援の効果的な取組を更に促進していくための
方策について、どのように考えるか。

・    リハビリテーションの質の評価について、ストラクチャーに加えプロセスやア
ウトカムによる評価を組みあわせ実施してきているが、今後、自立支援等を更に
進めるため、プロセスや、ADLに基づくものも含めたアウトカムによる評価の
取組として、どのような方策が考えられるか。

・    リハビリテーションの質の担保・向上を図る観点から、生活行為の向上、社会
参加の促進、認知症等への対応強化を更に進めるための方策としてどのような対
応が考えられるか。

・    リハビリテーションと機能訓練の連携や移行をより効率的・効果的に行うため、
その基礎となる計画書等の整合や在り方についてどのように考えるか。

・    短期入所療養介護について、介護施設の整備を進めるとともに、在宅サービス
の充実を図る観点から、どのような方策が考えられるか。

・    在宅復帰、在宅療養支援のための地域拠点となる施設として、これらの機能を
より強化していくために、どのような方策が考えられるか。

・    かかりつけ医との連携を含め、介護老人保健施設で提供される医療、リハビリ
テーションについて、どのように考えるか。

・    介護老人保健施設における感染症、災害等のリスクへの対応についてどのよう
に考えるか。

・    介護療養型医療施設等からの円滑な移行を一層促進する観点から、どのような
方策が考えられるか。

・    医療の必要な要介護者の長期療養施設としての機能及び生活施設としての機能
をより充実させる観点から、どのような方策が考えられるか。

・ 令和 5 年度末の廃止期限までに、介護医療院への移行等が確実に行われるよう、
より早期の意思決定を支援するために、どのような方策が考えられるか。

・ 令和 2 年度診療報酬改定における医療療養病床に係る評価の見直しを踏まえ、介
護保険の療養病床に対する評価について、どのように考えるか。

速報 中・医・協・資・料番外編 ─来年の介護報酬改定に向けた「第１ラウンド」の検討が終了、
医療系サービスも含め論点が提示される（速報介護給付費分科会）
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今年は、戦後75周年。さる 5 月 3 日は日本国憲法
施行73周年。来る11月 3 日は公布74周年。そこへ付
け加えれば、さる 8 月28日に安倍首相が持病再発を
理由に辞任し、 9 月16日安倍政治を継続する菅政権
が発足しました。安倍 9 条改憲の野望は頓挫したこ
とになります。この背後には 7 年 8 カ月に及ぶ自民
党 1 強による憲法破壊の政治に対して市民と立憲野
党の共闘が始まり深化し、立憲主義の回復と個人の
尊厳を土台に安倍改憲NO! の私たち市民の運動の
成果があります。この秋から戦後75年を経て、日本

国憲法の原点に立脚した平和と福祉を原点とした国
家像を目指す具体的政策を市民と立憲野党の共闘に
より新しい連立政権の誕生への転換期が来たとの思
いです。このような時期に今般刊行した『記憶の灯
り　希望の宙へ　いしかわの戦争と平和』は大変評
判が良く、予想以上のスピードで県内外から注文が
あります。編集者の一人として大変うれしい限り
です。

この冊子の編集後記に書きましたが、アジア・太
平洋戦争（15年戦争）の時代における県内の多様な

戦跡（加害と被害の）紹介にとどまら
ず、大日本帝国憲法下で戦争へ戦争へ
と雪崩をうつ時代に命を懸けて抵抗し
た人々（市民）や運動にも光をあてる
こと（本の59ページから65ページ）、
同時に日本国憲法が制定されて以降の
現在まで、日本国憲法が希求する平和
な日本と世界、日本の日常の暮らしの
中に生きる憲法として根付くことを
願った市民の運動にも視点をあてるこ
とに務めました（本の95ページから
112ページ。紙幅との関係や準備と力
量足らずでダイジェストの感はいなめ
ませんが）。今後の課題として、戦後

編の部分は次世代の若き方々による積み上げを期待
するものです。

私が、この冊子の編集にかかわり改めて学んだこ
とは、戦争に明け暮れた大日本帝国憲法から平和憲
法の日本国憲法制定への大転換には、多くの人々

（民衆・市民）が平和と民主主義・生活と権利を守
るために命を懸け、時の政治（権力）に抵抗したエ
ネルギーとその犠牲の積み重ねがあってのことだと
いうことです。　

今年 7 月 7 日は家永三郎教科書裁判で東京地裁が
「杉本判決」として勝訴判決を下してから50年です。
家永さんは一貫して「民衆が歴史の主人公」とし、
三省堂『日本史』を執筆された方でした。教科書風
には日本国憲法の誕生は、自由民権の板垣退助・中
江兆民・幸徳秋水や四日市憲法をはじめ憲法学者の
鈴木安蔵・高野岩三郎などの積み重ねにより、しか
も憲法 9 条の条項の発案は当時首相の幣原喜重郎が
ひそかにマッカーサーに提言してアメリカ側から提
示されたのが歴史的真実です。なお、この 9 月に金
沢・小松・加賀の各市教委が中学校社会科（歴史）
教科書でアジア・太平洋戦争を「自存自衛の戦争」
と美化する「育鵬社」を継続採択したことは大変残
念なことです。この事実は重大な汚点として糾弾さ
れるべきことです（全国的に育鵬社の「歴史」教科
書の採択率は 4 年前6.4％で今回は 1 ％程度／「公
民」は 4 年前5.8％で今回は0.4％程度に激減してい
る中での石川の出来事です）。

日本国憲法第 9 条
日本国民は、正義と秩序を基調とする国際平

和を誠実に希求し、国権の発動たる戦争と、武
力による威嚇又は武力の行使は、国際紛争を解
決する手段としては、永久にこれを放棄する。

「憲法」を日常生活で意識することはなかなかありませんが、性別や人種によって差別されないこと
や、健康で文化的な生活を過ごすことなど、私たちが暮らしていく上で大切な権利を保障しています。
しかし、実際には権利が守られていない現状もあります。このシリーズは、憲法の理念を再確認し、そ
れを実現する社会保障制度を考える 1歩にしようという企画です。
戦争の面影が残る建物・場所が石川県内にも多く残されています。こんな場所に、あんなところに、

と知るほど、戦争は遠い昔の出来事でなく、現在と地続きの出来事だと感じられます。 8月に石川県
の戦争遺産を収録した『記憶の灯

あか
り　希望の宙

そら
へ　いしかわの戦争と平和』が発刊され、執筆者の皆さ

んにリレー形式でご寄稿いただきます。

〈シリーズ〉憲法を生きる㉗

平和は市民の行動の積み重ね
板坂　洋介 石川憲法会議事務局長

石川の戦争遺産（その2）

自在性が魅力です！
○急な出費にも1口単位で解約できます  
○払込が困難な時には「掛金中断」もできます
○年金の受け取りは「受給時」に ①10年定額年金 ②15年定額年金
　③15年逓増年金 ④20年逓増年金 から選択、または一括受け取り
○万一の時にはご遺族に全額給付

保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつくられた医師・歯科医師
を対象とする積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。1968年に創設して
以来、わが国有数のスケールに発展しています。
保険医年金では、年金制度でもっとも大事な加入者の年金給付を守ることを
重視し、これまでに年金受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。

年金資産は6社の生保会社でリスク分散されています。

※普及期間中には、保険医年金の引受保険会社のうち、大樹生命（旧 三井生命）、明治安田生命、
富国生命の普及担当者が制度内容等をご案内します。

※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレットをご確認ください。

全国の会員から、自在性・柔軟性に富む保険医年金が評価されています。
お問い合わせは 石川県保険医協会まで

Tel：076-222-5373  Fax：076-231-5156

9月1日から10月25日まで

明日のための安心設計

保険医年金の
おすすめ

この機会にぜひ加入・増口をご検討ください。
ご加入日 2021年1月1日
加入資格 新規は満74歳、増口は満79歳まで

の保険医協会の会員
月　払

１口１万円
一時払

１口50万円予定利率
（2020年9月1日現在）1.259％1.259％

加入・増口の
受付は

※2019年度は上乗せ配当があり、予定利率と合わせて配当率
は1.338％となりました。

1953年6月、内灘闘争：米軍試射場内に漁具小屋を建設した住民たち

石 川 保 険 医 新 聞 第582号（9）2020年10月15日（毎月15日発行）
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子
ど
も
の
頃
、
家
人
が
宴
席
に
お
呼
ば
れ
し
て
持
ち
帰
っ

た
折
詰
に
は
、
緑
色
の
大
き
な
粒
の
マ
ス
カ
ッ
ト
が
数
粒
、

隅
に
必
ず
入
っ
て
い
て
、
私
は
大
人
が
持
ち
帰
っ
て
く
る
の

を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
生
来
、
几
帳
面
と
は
程
遠

い
性
格
の
私
は
、
植
物
を
育
て
る
こ
と
な
ど
大
の
苦
手
だ
っ

た
の
だ
が
、
数
年
前
、
書
店
で
『
お
い
し
い
ぶ
ど
う
の
育
て

方
』
と
い
う
本
を
見
つ
け
、
苗
木
を
ネ
ッ
ト
で
注
文
し
て
し

ま
っ
た
。
選
ん
だ
品
種
は
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
！

最
初
は
鉢
に
植
え
て
み
た
の
だ
が
、
根
付
き
が
悪
か
っ
た

の
か
あ
ま
り
育
た
な
い
。
肥
料
も
家
庭
菜
園
用
の
も
の
を
ス

プ
ー
ン
で
適
当
に
与
え
て
い
た
せ
い
か
実
も
つ
け
て
く
れ
な

い
。
そ
れ
で
も
２
年
ほ
ど
で
苗
は
そ
れ
な
り
に
大
き
く
は
な

り
、
水
は
必
要
だ
が
雨
を
嫌
う
と
の
こ
と
で
、
お
と
と
し

カ
ー
ポ
ー
ト
脇
に
植
え
て
み
た
。
昨
年
は
２
房
、
初
め
て
実

を
つ
け
て
く
れ
た
。

う
れ
し
く
て
摘
房
も

摘
果
も
し
な
か
っ
た

の
で
房
自
体
は
大
き

く
な
っ
た
が
、
粒
は

小
さ
く
ま
ば
ら
で
、

ま
る
で
藤
の
花
房
の

よ
う
。
そ
れ
で
も
少
し
だ
け
甘
か
っ
た
。

冬
、
割
り
箸
で
土
に
数
カ
所
穴
を
あ
け
、
肥
料
を
注
ぎ
込

ん
だ
。
春
に
は
14
房
の
花
が
つ
い
た
の
だ
が
、
本
に
書
か
れ

た
通
り
、
１
メ
ー
ト
ル
に
１
房
と
し
て
８
房
に
摘
房
し
た
。

実
家
の
父
か
ら
も
ら
っ
た
肥
料
を
与
え
、
初
夏
に
は
摘
果
を

行
い
、
日
除
け
に
ネ
ッ
ト
で
買
っ
た
紙
袋
を
被
せ
た
。
夏
の

終
わ
り
に
は
１
週
間
ほ
ど
、
大
き
く
育
っ
た
ぶ
ど
う
を
毎
日

１
房
ず
つ
収
穫
で
き
た
。

種
無
し
に
す
る
ジ
ベ
レ
リ
ン
の
処
理
ま
で
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
ス
ー
パ
ー
の
化
粧
箱
入
り
の
も
の
よ
り
３
割
ほ
ど

粒
は
小
さ
か
っ
た
が
、
実
家
、
息
子
、
ス
タ
ッ
フ
に
分
け
た

と
こ
ろ
、「
ま
る
で
売
り
物
の
よ
う
」
と
、
お
世
辞
を
言
わ

れ
る
ほ
ど
好
評
だ
っ
た
。
種
は
あ
っ
た
が
、
陽
光
を
浴
び
て

糖
度
は
上
が
り
、
甘
く
、
皮
ご
と
食
べ
ら
れ
た
。

ス
テ
イ
ホ
ー
ム
で
も
、
チ
ョ
ッ
ト
だ
け
楽
し
い
こ
と
を
見

つ
け
た
。

カ
ー
ポ
ー
ト
脇
の
マ
ス
カ
ッ
ト

濱
田
　
久
（
か
ほ
く
市
・
歯
科
）

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

大
自
然
と
人
間
が
交
流
す
る

広
大
な
国
、
カ
ナ
ダ
へ
。
今
回

の
目
的
は
、
氷
河
の
上
を
歩
く

こ
と
と
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ

キ
ー
や
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
大
自
然

に
触
れ
る
こ
と
。
動
物
と
人
と

が
共
存
で
き
る
よ
う
に
動
物
専

用
の
橋
や
ト
ン
ネ
ル
が
備
え
ら

れ
て
い
た
。
国
立
公
園
内
で
の

法
律
が
厳
し
い
。
野
生
動
物
に

餌
を
与
え
る
と
、
罰
金
の
上
限

が
２
万
５
千
カ
ナ
ダ
ド
ル
（
約

２
０
０
万
円
）。

ア
ル
コ
ー
ル
に
対
す
る
規
制

も
徹
底
さ
れ
て
い
る
。
販
売
は

酒
屋
の
み
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
や
コ
ン
ビ
ニ
、
自
販
機

で
は
売
れ
な
い
。
飲
酒
は
自
宅

や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
指
定
さ
れ

た
場
所
の
み
、
そ
れ
も
深
夜
３

時
ま
で
。
屋
外
で
は
禁
止
。
タ

バ
コ
に
関
し
て
の
法
律
も
厳
し

い
。
ま
た
、
標

識
な
ど
に
英
語

と
フ
ラ
ン
ス
語

が
併
記
さ
れ
て

い
た
。
料
理
を

運
ん
で
く
る

際
の
「enjoy

」

は
気
持
ち
よ

か
っ
た
。
し
か

し
、
バ
ス
の
運

転
手
や
ホ
テ
ル

ス
タ
ッ
フ
が
普

通
に
コ
ー
ヒ
ー

を
飲
み
な
が
ら

仕
事
す
る
姿
に

違
和
感
を
覚

え
た
。

２
０
１
９
年
10
月
11
日
（
金
）

朝
、
北
陸
新
幹
線
で
東
京
へ

向
か
う
。
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
。

も
し
、
翌
日
だ
っ
た
ら
、
台
風

19
号
の
た
め
の
計
画
運
休
に
加

え
、
飛
行
機
も
全
便
欠
航
だ
っ

た
。
夕
方
５
時
40
分
に
羽
田
空

港
か
ら
12
時
間
の
空
の
旅
。
マ

イ
ナ
ス
13
時
間
の
時
差
と
日
付

変
更
線
を
通
過
す
る
の
で
、
再

び
11
日
夕
方
５
時
頃
に
ト
ロ
ン

ト
に
到
着
。
現
地
係
員
と
と
も

に
車
で
国
境
の
町
、
ナ
イ
ア
ガ

ラ
フ
ォ
ー
ル
ズ
の
ホ
テ
ル
へ
。

10
月
12
日（
土
）小
雨
か
ら
晴
れ

ホ
テ
ル
で
朝
食
。
窓
か
ら
ナ

イ
ア
ガ
ラ
の
滝
が
見
え
る
。
バ

ス
に
乗
っ
て
ま
ず
は
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ゲ
ー
ト
（
車
窓
か
ら
）

へ
。
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
は
ど
ん

ど
ん
上
流
へ
移
動
し
て
い
る
。

氷
河
が
溶
け
出
し
た
１
万
年
前

頃
に
現
在
よ
り
11
㎞
ほ
ど
下
流

に
滝
が
誕
生
し
、
年
に
約
１
ｍ

の
速
度
で
後
退
し
続
け
て
い
た

が
、
現
在
は
落
水
量
を
調
整
す

る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ゲ
ー
ト
に

よ
っ
て
、
侵
食
ス
ピ
ー
ド
は
年

間
３
㎝
ほ
ど
に
抑
え
ら
れ
て
い

る
。
大
量
の
水
は
水
力
発
電
に

回
さ
れ
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
滝

と
カ
ナ
ダ
滝
と
の
水
量
調
整
の

働
き
も
し
て
い
る
。

テ
ー
ブ
ル
ロ
ッ
ク
へ
バ
ス
移

動
。
滝
が
間
近
に
、
大
迫
力
。

水
し
ぶ
き
が
す
ご
い
。
霧
が
舞

う
中
、
雨
合
羽
を
着
用
。
い
よ

い
よ
ナ
イ
ア
ガ
ラ
ク
ル
ー
ズ
。

ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
で
岸
辺
ま
で
降

り
る
。
船
に
乗
る
時
に
支
給
さ

れ
る
ミ
ス
ト
・
ポ
ン
チ
ョ
で
赤

の
軍
団
に
。
ア
メ
リ
カ
側
は
黄

色
。
乗
船
し
た
ら
１
階
左
デ
ッ

キ
に
陣
取
る
。
２
階
へ
上
が
り

た
く
な
る
が
、
屋
根
が
な
く
、

逃
げ
場
所
が
な
く
、
ず
ぶ
濡
れ

に
な
っ
て
し
ま
う
。
帰
り
は
右

側
へ
。
対
岸
の
滝
近
く
の
岩
場

に
大
勢
の
人
が
見
え
る
。

次
に
、
直
角
で
急
に
川
幅
が

狭
く
な
る
ワ
ー
ル
プ
ー
ル
（
巨

大
な
渦
潮
）
へ
向
か
う
。
紅
葉

が
き
れ
い
。
カ
ナ
ダ
の
国
旗
に

描
か
れ
て
い
る
サ
ト
ウ
カ
エ
デ

は
東
海
岸
の
み
。
メ
イ
プ
ル
シ

ロ
ッ
プ
は
カ
ナ
ダ
の
ど
こ
で
も

売
ら
れ
て
い
る
が
、
西
海
岸
で

は
採
れ
な
い
。

午
後
は
、
カ
ナ
ダ
で
最
も
美

し
い
街

「
ナ
イ
ア

ガ
ラ
・
オ

ン
・
ザ
・
レ

イ
ク
」
を

散
策
。
手

入
れ
さ
れ

た
花
々
、

時
計
塔
、

プ
リ
ン

ス
・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ
・
ホ

テ
ル
、
オ
ン
タ
リ
オ
湖
が
印
象

に
残
る
。
雑
貨
屋
さ
ん
で
靴
下

を
お
土
産
に
。

ピ
リ
テ
リ
ー
・
エ
ス
テ
ー

ツ
・
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
見
学
。
ア

イ
ス
ワ
イ
ン
も
試
飲
。
甘
ー
い

デ
ザ
ー
ト
ワ
イ
ン
。
ぶ
ど
う
を

越
冬
さ
せ
１
〜
２
月
頃
凍
っ
た

り
溶
け
た
り
を
繰
り
返
し
、
干

し
ぶ
ど
う
の
よ
う
に
な
っ
た
状

態
か
ら
造
ら
れ
る
ワ
イ
ン
。
わ

ず
か
な
量
し
か
採
れ
な
い
の
で

希
少
価
値
が
高
い
。

ホ
テ
ル
に
戻
り
、
ガ
イ
ド
さ

ん
に
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
レ
ス

ト
ラ
ン
「
レ
ミ
ン
グ
ト
ン
ズ　

オ
ブ　

ナ
イ
ア
ガ
ラ
」
へ
。
目

の
前
で
ロ
ブ
ス
タ
ー
の
身
を
食

べ
や
す
い
よ
う
に
切
り
分
け
て

く
れ
る
。
ス
タ
ッ
フ
が
代
わ
る

代
わ
る
席
を
回
り
な
が
ら
生
歌

３
曲
を
披
露
。
う
ま
い
、
楽

し
い
。

小島　登（内灘町・歯科）

　ぼるくん　ぼるくんのの 　界を歩く　界を歩く世世
大迫力のナイアガラクルーズ大迫力のナイアガラクルーズ
《第14回》カナダ編①

（解答は 3 面にあります）

囲 碁

（解答は 3 面にあります）

〈ヒント〉飛車のうまい活用です
 （10分で2級）

■出題　九段　西村一義黒先　（7分で１、２級以上）
〈ヒント〉 右側のダメヅマリをとがめて
 無条件で仕留めます。

■出題　九段　石榑郁郎

初級編初級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独5 8
6 □ 2 5
4 1 9 2
3 4 5

5 6
2 □ 9 6
9 3 4 1

7 8 9
1 3

船からはナイアガラの滝を間近で見られる

ロブスターをサーブしてくれた
スタッフが生歌も披露
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